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“声にならない声”
をどう受け止めるのか

本市は令和８年度から令和12年度を計画期間とする「富士宮
市困難な問題を抱える女性への支援及び配偶者等からの暴力の
防止並びに被害者支援基本計画」を策定し、全ての女性がその
人らしく安心して暮らせるウェルビーイングの実現を目指して
いる。

一方で、令和６年度の市内相談件数は1,723件と人口規模を
踏まえても極めて高く、ＤＶや複合的な困難を抱える方が相当
数存在する。被害は潜在化しやすく、住まい・就労・子育て・
心身の不調など複数の課題が重なるケースも多く、支援体制の
強化が求められる。

こうした状況を踏まえ、計画の理念を市民にどう伝え、どの
ように実効性ある支援につなげるのか。本日は、安心して暮ら
せる富士宮市の実現に向け、計画の具体化と支援体制の強化に
ついて質問する。
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　女性相談支援員の配置体制と業務負荷の現状について。

　支援員の確保及び処遇の安定について。

支援員の二次受傷・バーンアウト防止のサポート体制に
ついて。

　支援員の専門性向上に資する取組の実施について。

　複雑多様化する相談への対応体制の整備について。

学校給食費無償化に
おける食物アレルギー
児童生徒への公平な支
援について

学校給食費の無償化は、子育て世帯にとって大きな前進であ
る。その一方で、食物アレルギーのために給食を食べることが
できず、家庭で毎日弁当や代わりとなるものを用意しているこ
どもと保護者には、なお見えにくい負担が残っており、その負
担は決して小さくない。

そこで本質問では、補助制度の有無そのものではなく、給食
費無償化の中で食物アレルギーのあるこどもたちやその保護者
に不公平感が残らないか、また、制度が本当に使いやすく、必
要な家庭に届くものになっているのかという観点から、今後の
改善の方向性について伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

学校給食費無償化の中で、食物アレルギーのあるこども
と保護者が抱える見えにくい負担や不公平感について、市
はどのように認識しているのか。

食物アレルギーのあるこどもと保護者の負担軽減と公平
性確保に向け、今後どのように改善を進めていくのか考え
を伺う。

給食費無償化が全てのこどもにとって真に公平な制度と
なるよう、食物アレルギーのあるこどもとその保護者への
支援について、市長の見解を伺う。

高齢者つながり・生
きがい創出事業を活用
したデジタルデバイド
対策について

本事業は多くの市民が利用し、交流や社会参加を促す事業と
して高い関心が寄せられている。一方で、一人３回までの利用
回数上限は、複数団体から申請できるため確認が煩雑となり、
申請増加に伴う事務負担が課題となる。

また、スマートフォン教室などの取組に加え、市民の関心が
高い本事業の場で、実際にスマートフォンやデジタルサービス
を使う体験を得ることは、自然で効果的なデジタルデバイド対
策となり得る。事業効果の数値把握にもつながることから、既
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存事業を組み合わせた政策効果の向上が重要であると考え以下
伺う。

　利用回数の確認・管理と事務負担について。

一人３回までという利用回数を、現在どのように確
認・管理しているのか。また、申請件数が増える中で、
事務負担をどのように認識しているのか伺う。

　人気事業を活用したデジタルデバイド対策について。

市民の関心が高い本事業の中で、高齢者がスマート
フォンやデジタルサービスを実際に利用する機会を設け
ることも、デジタルデバイド対策として重要と考える
が、市当局の見解を伺う。
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